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碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
街
並
み

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
美
し
い
十
和
田
市
の
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
、官
庁
街
通
り
。
そ
の
通
り
沿
い
に

建
ち
、街
全
体
を
美
術
館
に
た
と
え
た
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェク
ト「
Ａｒ
ｔｓ 

Ｔｏｗａ
ｄａ
」の

元
に
誕
生
し
た
の
が
、「
十
和
田
市
現
代
美
術

館
」で
す
。

　

約
４
０
０
０
㎡
の
敷
地
内
に
は
、ガ
ラ
ス
の
廊

下
で
つ
な
げ
ら
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ュ
ー

ブ
状
の
展
示
棟
。
展
示
室
に
よ
っ
て
は
道
路
に

向
か
う
面
が
ほ
と
ん
ど
ガ
ラ
ス
窓
で
、床
も
ほ

ぼ
地
面
と
同
じ
高
さ
な
の
で
、ア
ー
ト
作
品
と

外
の
世
界
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を

受
け
ま
す
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
って
す
ぐ
に
出
迎
え
て
く

れ
る《
フ
ラ
ワ
ー・ホ
ー
ス
》な
ど
屋
外
展
示
作

品
も
多
く
、さ
ら
に
は《
ゴ
ー
ス
ト
》《
ア
ン
ノ
ウ

ン・マ
ス
》の
よ
う
に
美
術
館
の
前
の
広
場
に
も

収
蔵
作
品
が
展
示
さ
れ
、不
思
議
な
感
覚
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

展
示
棟
は
基
本
的
に
一
つ
の
作
品
に
対
し

て
一
部
屋
ず
つ
で
、各
作
品
に
合
わ
せ
て
高
さ

や
広
さ
を
決
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、２
０
２
１

年
に
新
し
く
収
蔵
さ
れ
た《
建
物
―
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
》は
、鏡
を
使
っ
て
作
品
の
中
に
入
り

込
む
体
験
や
そ
の
様
子
を
他
の
鑑
賞
者
が
見

る
ス
ペ
ー
ス
に
つい
て
作
者
の
エ
ル
リ
ッ
ヒ
が
慎
重

に
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
美
術
館
で
の
人
気
作
品《
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ・

ウ
ー
マン
》の
場
合
は
、高
さ
4ｍ
近
い
作
品
を
展

示
室
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
鑑
賞
す
る

こ
と
で
、「
彼
女
の
表
情
が
変
わって
見
え
た
」と

い
う
感
想
も
多
く
聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

美
術
館
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
ア
ー
ト
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、決
ま
っ
た

順
路
は
な
く
、巡
り
方
は
見
る
人
の
自
由
。エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
や
、建
物
と
建
物
の
間
の
敷
地
に

こっ
そ
り
展
示
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
、探
し
て

み
る
の
も
本
美
術
館
の
楽
し
み
の
一
つ
。

　

ま
ぶ
し
い
新
緑
が
通
り
を
彩
る
季
節
。
街

歩
き
と
と
も
に
、ア
ー
ト
を
満
喫
す
る
旅
を
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

美
術
館
と
街
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て

作
品
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た

展
示
室
も
一
緒
に
楽
し
む

ア
ー
ト
を
通
じ
新
し
い
体
験
を
提
供
。

“
ま
ち
”に
開
か
れ
た
現
代
美
術
館

「
人
間
と
自
然
」を
テ
ー
マ
に
、先
端
的
な
が
ら
親
し
み
や
す
い
作
品
を
揃
え
た
美
術
館
。

館
内
だ
け
で
な
く
街
全
体
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
旅
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ・
ジ
ョ
ン
フ
ァ《
フ
ラ
ワ
ー・
ホ
ー
ス
》 
撮
影
：
小
山
田
邦
哉

官
庁
街
通
り
は
戦
前
、旧
陸
軍
軍
馬
補
充
部
が
あ
り
、「
駒
街
道
」と
い
う
愛
称
も
。そ
ん
な
十
和
田
市
の
馬
と
の
関
わ
り
や
未
来
の
繁
栄
を
表
現
し
て

作
ら
れ
た
作
品
。高
さ
５・５ｍ
の
堂
々
た
る
体
軀
と
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
が
、白
く
ミ
ニ
マ
ル
な
美
術
館
の
外
観
と
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。

▶︎左／個々の展示空
間を「アートのための
家」として独立させた
建物。右／大きなガラ
スの窓を持つ展示室
では移ろう光をアートと
共に楽しめる。

ソ・ドホ《コーズ・アンド・エフェクト》 撮影：太田拓実

インゲス・イデー
《ゴースト》《アンノウン・マス》
撮影：小山田邦哉

アート広場の芝生にそびえる真っ
白な彫刻。精密な立方体の建物
と対比することで、浮遊するような
ゴーストの存在感が際立つ。

企
画
展
も
実
施
。主
に
映
像
作
品
で
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
問
題
を
追
究
す
る
美
術
家 

百
瀬
文
に
よ
る

『
口
を
寄
せ
る
』は
6
月
4
日（
日
）ま
で
開
催
。

ロン・ミュエク
《スタンディング・ウーマン》
高さ4ｍ近くある女性像が見る者を
圧倒する彫刻作品。移り変わる自
然光や見る角度によって変化する
表情を楽しめる。

レ
ア
ン
ド
ロ・エ
ル
リ
ッ
ヒ

《
建
物
―
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
》 

撮
影
：
小
山
田
邦
哉

鑑
賞
者
が
作
品
の
中
に
入
る
こ
と
で
完
成
さ
れ
る
ア
ー

ト
作
品
。鏡
の
効
果
に
よ
り
建
物
の
表
面
で
重
力
に
逆

ら
う
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　十和田湖から流れる奥入瀬渓流
は、ミシュラン・グリーンガイドで2つ星
に選ばれた観光名所。地元の人もベ
ストシーズンとすすめるのが5～7月の
新緑の頃。みずみずしい木々の葉、
木漏れ日に光る苔の美しさが堪能で
きます。おすすめグルメは、醤油ベー
スの甘辛いタレで牛バラ肉を焼いた

「十和田バラ焼き」。市内40店以上
で食べることができます。

住所  �青森県十和田市西二番町10-9
電話  �0176-20-1127　料金  �大人1,800円
開館  �9:00～17:00 (入館は16:30まで)  

月休 （祝日の場合は翌日休）、年末年始
交通  �東北新幹線八戸駅からバス 

(十和田市現代美術館下車)で40分
HP  �https://towadaartcenter.com/

奥入瀬渓流 十和田バラ焼き
問「十和田湖観光交流センターぷらっと」  TEL.0176-75-1531

十和田市現代美術館
お楽しみ周辺SPOT

特
典
割
引

本誌ご持参の方は
観覧料1,800円→1,700円
※ご入館の際、本誌をご提示ください。 ※企画展
開催中の1,800円チケットのみに適用（常設展も
鑑賞可能）。　※2024年3月31日（日）まで。 
※他の割引との併用不可。

新緑の奥入瀬渓流と十和田のソウルフード

百瀬文《Interpreter》 
2022年、紙にインクジェットプリント、サイズ可変
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